
手取川の河川整備の現状手取川の河川整備の現状
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・手取川水系河川整備計画の概要・手取川水系河川整備計画の概要

・平成１８年度実施事業・平成１８年度実施事業

・平成１９年度実施事業・平成１９年度実施事業

・その他の事業（砂防・地すべり）・その他の事業（砂防・地すべり）



美しい景観美しい景観

田園風景
出典：いしかわの自然百景手取渓谷

手取川の特徴手取川の特徴

平均河床勾配 １／２７

（河口から山頂まで）
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河床勾配が急である河床勾配が急である

豊かな自然豊かな自然

遡上するサケ
トミヨブナ林コアジサシ石の河原

多方面に利用多方面に利用

サケ釣り 野外学習

流れが激しい流れが激しい

洪水流(S9出
水）

鶴来／平成10年9月22日洪水
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洪水の立ち上が
りが早い

広大な扇状地を広大な扇状地を
有する急流河川有する急流河川

手取川扇状地

激しい土砂移動

交互砂州(昭和30年)
上流の崩壊地 侵食状況

昭和９年の浸水区域 天井川

洪水流

旧辰口町

旧美川町

一気に広がる浸水域一気に広がる浸水域

豊富な地下水豊富な地下水

河川の伏没 昭和59年（1984）

湧水

下流の電子部品工場

手取川水系河川整備計画の概要手取川水系河川整備計画の概要



大臣管理区間大臣管理区間

大臣管理区間大臣管理区間

・ダムの適正管理・運用・ダムの適正管理・運用

・堆砂対策・堆砂対策
・水質維持・水質維持

・急流河川の特徴を踏まえた堤防強化・急流河川の特徴を踏まえた堤防強化
・河道内の樹林化対策・河道内の樹林化対策
・氾濫被害の軽減・氾濫被害の軽減
・土砂動態の把握・土砂動態の把握
・良質な水質の維持・良質な水質の維持
・流況の改善・流況の改善
・多様な生物の生息、生育環境の保全・多様な生物の生息、生育環境の保全
・適正かつ多様な河川利用の推進・適正かつ多様な河川利用の推進

・流下能力向上・流下能力向上

手取川の現状と課題手取川の現状と課題

美しい景観美しい景観

土砂生産の激しい上流域土砂生産の激しい上流域

豊かな自然豊かな自然

河岸段丘を形成河岸段丘を形成

上流の崩壊地上流の崩壊地

手取渓谷手取渓谷

ブナ林ブナ林

手取川ダム手取川ダム

手取川下流部手取川下流部

・流下能力向上・流下能力向上

手取川水系河川整備計画の概要手取川水系河川整備計画の概要



河川整備河川整備計画における課題とメニューの関係計画における課題とメニューの関係

●● ：： 主たる項目主たる項目

●● ：： 関連する項目関連する項目
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 ・流下能力の向上 ●●●●●
 ・急流河川の特徴を踏まえた堤防強化 ●
 ・河道内の樹林化対策 ●
 ・ダムの適正管理 ● ●●
 ・氾濫被害の軽減 ●●●● ●
 ・土砂動態の把握 ●

 ・良好な水質の維持 ●●●● ●● ● ● ●

 ・流況の改善 ●●●

 ・多様な生物の生息・生育環境の保全 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●●
 ・適正かつ多様な河川利用の推進 ● ● ● ● ● ● ● ●●●●●●●

（３）河川環境の整備と保全に関する事項

（２）河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項

（１）洪水による災害の防止又は軽減に関する事項

治水対策
（ハード）

治水対策
（ソフト）

地域との協働河川環境

　　　　　　　　　　　　　　　　　　メニュー

現状と課題

手取川水系河川整備計画の概要手取川水系河川整備計画の概要



平成平成1818年度実施事業年度実施事業

堤防完成
区間

L=1100m

H18 築堤 L=100m

辰口橋

手
取
川

H17施工済み 300m
H18 急流河川対策 160m

流下能力向上流下能力向上

急流河川の特徴を踏まえた堤防強化急流河川の特徴を踏まえた堤防強化

和佐谷築堤（無堤地区の解消）和佐谷築堤（無堤地区の解消）

急流河川対策（前腹付工）急流河川対策（前腹付工）



急流河川対策の目的

1：3

10m

H18 施工箇所

L=160m

H17 施工
L=300m

急流河川対策イメージ

前腹付工によって破堤までの時間を稼ぐ！

H19以降 L=740m

急流河川の特徴を踏まえた堤防強化急流河川の特徴を踏まえた堤防強化平成平成1818年度実施事業年度実施事業

急流河川対策（前腹付工）急流河川対策（前腹付工）



H18 実施箇所

H17 完成

H19 完成予定

H12 完成

東部下流拠点整備状況（植物観察）

川北町は、平成９年１月に水辺の楽校プロジェクトの登録を受け、西部、中央、東部の３拠点においてそれぞれの特色を生かした整
備計画が策定されており、手取川によって形成された豊富な自然環境を活かした野外学習の広場を整備しています。

中央拠点整備状況 中島小学校児童による野外学習状況橘小学校総合学習

西部拠点キーワード：鳥
中央拠点キーワード：水
東部拠点キーワード：植物東部拠点キーワード：植物

中央拠点利用状況（じゃぶじゃぶ池でのアユの
つかみどり）

東部上流拠点イメージパース

適正かつ多様な河川利用の推進適正かつ多様な河川利用の推進平成平成1818年度実施事業年度実施事業

手取川手取川 水辺の楽校水辺の楽校 西部拠点の整備西部拠点の整備

西部拠点イメージパース（野鳥観察）



黄色 ： H17 施工箇所

赤字 ： H18 施工箇所

低水アクセス工

低水法面保護工

緩傾斜盛土工

低水アクセス工

低水法面保護工

階段工

手取川

適正かつ多様な河川利用の推進適正かつ多様な河川利用の推進

手取川手取川 水辺の楽校水辺の楽校 西部拠点の整備西部拠点の整備

平成平成1818年度実施事業年度実施事業

完成イメージ



■事業内容

〔手取川ダム水環境改善事業 平成１６～１８年度〕

・白山合口堰堤下流では渇水期等には水量が不足し、魚類等の生息環境等が悪化

・従来より発電使用者が堰堤下流に確保している流量に、平成１６年度から手取川ﾀﾞﾑ

から同事業により確保した流量（未利用県工業用水を活用）を上乗せ放流

・平成１8年度は、前年度に引き続き、水環境改善に向けた上乗せ放流に併せて手取川

の河川水と周辺地下水の伏没還元機構の調査を行っている。

白山合口堰堤下流の渇水期の状況

白山合口堰堤

堰堤下流の渇水時の状況

流況の改善流況の改善平成平成1818年度実施事業年度実施事業

水環境改善事業（無水区間の解消）水環境改善事業（無水区間の解消）



平成１９年度から情報配信を予定

情報を収集

金沢河川国
道事務所

金沢地方気象台

石川県

小松市
白山市
能美市
野々市町
川北町

光ケーブル接続

光ケーブル接続
（リアルタイムな情報提供）

現地水防団 流域住民

自治体には専用端末を整備

情報提供 情報提供

光ケーブル接続

○ 現実の水文気象情報に基づき、任意
箇所の堤防破堤について、洪水流の流
域氾濫を瞬時に計算し、関係機関へ伝
達します。

破堤3時間後 破堤36時間後

リアルタイム氾濫シミュレーション（手取川の事例）

氾濫被害の軽減氾濫被害の軽減平成平成1919年度実施事業年度実施事業

リアルタイム氾濫シミュレーションによる新たな取り組みリアルタイム氾濫シミュレーションによる新たな取り組み



甚
之
助
谷

万
才
谷

柳
谷柳谷新２０号砂防えん堤

柳谷第２４号砂防えん堤

柳谷第３号砂防えん堤

柳谷第６号砂防えん堤

甚之助谷新５号砂防えん堤

導流落差工

（無人クレーンによる無人化施工）

柳谷第２１号砂防えん堤嵩上げ

（無人化施工）

H18施工

H18施工

その他の事業（砂防・地すべり）その他の事業（砂防・地すべり）

柳谷上流砂防えん堤群柳谷上流砂防えん堤群



一里野温泉スキー場

尾添川

雄谷

尾添川第２号砂防えん堤
H18施工

その他の事業（砂防・地すべり）その他の事業（砂防・地すべり）

尾添川第２号砂防えん堤尾添川第２号砂防えん堤

完成イメージ



別当出合駐車場

細谷第１号床固工

吊橋

別当出合登山センター

別
当
谷

柳
谷

赤
谷

赤谷第１号床固工

赤谷第２号床固工

細谷第２号床固工

細谷第３号床固工 H18施工

H18施工

その他の事業（砂防・地すべり）その他の事業（砂防・地すべり）

別当出合床固工群別当出合床固工群

平成16年5月に別当谷で土石流
が発生し、吊り橋が流失するな
どの被害が発生しました。



土石流発生後

（平成16年5月24日撮影）

崩壊地

別当谷下流砂防えん堤群

別当谷中流砂防えん堤群

別当谷上流砂防えん堤群

既設えん堤

被災部分
腹付けによる補強

別
当
谷

第９号

第１０号

被災した別当谷中流砂防えん堤群

腹付けによる復旧

下流

柳
谷

別当出合

無人バックホウによる施工状況
（別当谷上流砂防えん堤群）

第１０号

被災しながら浸食防止機能を発揮
（別当谷中流砂防えん堤群）

H18施工

その他の事業（砂防・地すべり）その他の事業（砂防・地すべり）

別当谷上流・中流・下流砂防えん堤群別当谷上流・中流・下流砂防えん堤群



７号排水トンネル
（洗浄）

１号排水トンネル
（洗浄）

新２号排水トンネル
（ボーリング・洗浄）

新５号排水トンネル
（洗浄）

甚
之
助
谷

H18施工

H18施工

H18施工

H18施工

その他の事業（砂防・地すべり）その他の事業（砂防・地すべり）

甚之助谷甚之助谷地すべり防止地すべり防止


